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６年生の理科から
６年生の理科では、第１単元「物の燃え方と空気」の学習が今週で終わりとなります。

この単元については、学習指導要領に以下のように記してあります。

Ａ 物質・エネルギー

(1) 燃焼の仕組み
物を燃やし，物や空気の変化を調べ，燃焼の仕組みについての考えをもつことがで

きるようにする。

ア 植物体が燃えるときには，空気中の酸素が使われて二酸化炭素ができること。

また、具体的なねらいとして、「物の燃焼の仕組みについて興味・関心をもって追究す

る活動を通して、物の燃焼と空気の変化とを関係付けて、物の質的変化について推論する

能力を育てるとともに、それらについての理解を図り、燃焼の仕組みについての見方や考

え方をもつことができるようにすること」とされています。

中学校理科とのつながりを考えると、「燃焼とは、物質が酸素と化合すること」という

押さえでよいかと思います。

しかし、これだけでは「理科のための理科」という感じがします。

そこで、この単元の導入時に「火」というものを意識するような話をしました。それは、

次のようなことです。

人類の文化が大きく発展することになったきっかけの一つに「火を扱える」ことに

なったことがあります。火を使うことで、外的から身を守ることができるようになり

食べ物を加工・保存できる技術も手に入れることができました。また、明るさや暖か

さも手に入れることになり、それまでの生活様式を大きく変えられるようになったの

です。

それから、５０万年余りがたち、人類は工業時代に突入しました。化石燃料である

石炭石油の使用量が増大することになり、二酸化炭素の排出量が増大し、地球温暖化

へ進んでいき、様々な問題を引き起こしています。

理科の学習を通して、こうした問題も考え、「気持ちのいい生活ができるようにす

るためには、どうしたらよいか」（理科は何のために学ぶか）も考えてほしいと思っ

ています。

こうした教師の願いは、すべてを理解し、すぐに何か実践できるものではないかもしれ

ません。しかし、これからの将来を担う子どもたちに、「火による恩恵は多大だが、その

反面、環境破壊や事故の危険性が増大している」という二面性を知っておいてほしいと思

って、授業を展開してきました。

気体燃焼実験の様子

「スーパームーン」を見ましたか？
5 月 5 日ごろに「スーパームーン」が見られるという NASA からの報道がありました。

スーパームーンとは、通常の満月より大きく明るい満月のことで、NASAによると、この 5
月の満月は、2012年の他の満月より 14％大きく、30％明るいということでした。
ところで、月は大きく見えたり、小さく見えたりします。これは、楕円軌道を描く月の

軌道の関係で、そう見えるのです。地球と月がもっとも近く接近するタイミングに月が満

月を迎える現象が、「スーパームーン」なのです。普段、目にする満月よりも大きく明る

い月が夜空に現れるのです。

今回は、5 月 6 日 12 時 35 分に最近接となり、地球から月までの距離は 35 万 6955 ｋｍ
となります。次回、これくらいの距離で満月が見られるのは、2013 年 6 月 23 日です。つ
まり、１年に１度ぐらいは今回に近い大きな満月が見られるというわけです。

今月は、２１日に金環日食もありますので、天体に興味を持ってほしいと思っています。


